
２．事業の概要と成果 

（１） プロジェクト目標

の達成度 

（今期事業達成目標） 

プロジェクト目標「事業地の住民が、八角メインのアグロフォレスト

リーの技能を習得し、アグロフォレストリーの農場を維持・運営でき

るようになる」については、新型コロナウィルス感染拡大および政変

の影響による困難な状況の中、ワークショップ形式に代わる方法での

研修を実施し、八角栽培、有機栽培、アグロフォレストリーについて

の知識を参加者が習得することができた。また、当団体の Field 

Team による現地責任者や農民との継続的なコミュニケーションによ

り、その知識をさらに深めていくことができた。ただ、治安の悪化か

らいまだに移動が制限されているところも多く、植林等の技術移転に

ついては状況の改善を待って、できるだけ早い時期に実施したい。上

位目標の収入安定・向上については、植林活動が再開できるようにな

り次第、あらためて取り組んでいく。 

（２）事業内容 

 

1． 新育苗場の建設 

カヤー州ロイコー、チン州ハッカ、カチン州ミッチーナにおいて、

育苗場を新設した（2020年 12月までに完成）。 

2． 八角種子の購入、輸送 

中国国境で八角種子の買い付けを行い、ピンウーリンに設置した

種子配送準備施設に輸送した。その後、品質保持のため冷蔵ボック

スで各地に種子を輸送した。 

3． 八角苗の育成 

ミンダッ、ピンウーリン、ミッチーナ、ロイコー、ハッカの各育苗

場で八角種子のカップ入れ作業を行い、育苗を行った。 

4． 植林 

植林可能な土地での安全が確認されたことから、ロイコー育苗場

周辺のみ、250本の植林を行った。 

5． 研修資料の準備 

在宅での研修に変更したため、必要な資料を受講者に送付するた

め、以下の準備を行った。 

⚫ 講師との研修内容確認、調整、 

⚫ 地域責任者と参加者確認、研修実施方法の確認 

⚫ 研修資料（マニュアル）作成 

⚫ 研修資料（映像）作成（撮影機材手配等の準備含む） 

⚫ 研修試験作成 

6． 研修の実施（在宅） 

地域責任者、難しい場合は各地域の農民が代理となって、各地域の

受講者に研修資料を配布し、各自在宅で研修を行った。 

7． フィールドチームによるフォローアップ（遠隔） 

通信状態の様子を見ながら、週 2-3 回を目途にフィールドチーム

から各育苗場責任者、あるいは農民に直接連絡を取り、現状の確認

を行った。口頭での報告の他、写真を送付してもらうなどして確認

した。 

（３）達成された成果 

   

 

1 本事業対象地の農民に、田畑（育苗場・植林地）の維持・管理に

かかる技術が定着する 

1.1 植林する苗の育成 

（１） カヤー州ロイコー、チン州ハッカ、カチン州ミッチーナにお

いて、育苗場を新設した。ミッチーナでは、給水システムに

課題があったことから、井戸の掘削作業から行った。 

（２） 八角種子の品質を担保するため、中国国境で買い付けに際し

ては、半年以上交渉・確認を行い、ピンウーリンに設置した

種子配送準備施設に輸送した。本来であればパートナー団体

スタッフの手によって輸送するところコロナ禍と政変の影

響により移動の困難が生じたため、輸送業者に依頼し、品質



を保持するため冷蔵ボックスで各地に種子を輸送した。（1

月末までにミンダッ、ハッカ、ロイコー、3月末までにピン

ウーリン、ミッチーナへ輸送完了） 

（３） 順次各地域でそれぞれ 20,000 粒の八角種子のカップ入れ作

業を行い、雨季（6月～10月頃）前の植林を目指し、育苗場

で維持管理を行った。各地の苗の育成、維持管理状況は以下

の通り。 

 

ミンダッ：100％発芽した。政変以降治安が悪化し、管理責

任者が安全確保のため地域を離れている。発芽率は、責任者

の家族が安全を確認し、約 1か月に 1回程度地域に戻り確認

を行っている。（最近は今年 1月に確認） 

ピンウーリン：発芽しなかった。理由は、種子の品質、そし

て種子のカップ入れ時期が遅れたためと推測される。 

ミッチーナ：発芽率 1％。ピンウーリン同様、主審の品質と

カップ入れの時期が遅れたためと推測。現在は、発芽しなか

ったカップを活用し、アグロフォレストリー用コンニャクの

苗を育成している。 

ロイコー：90％発芽した。すでに育成した苗（250本分）の

植林地を安全な場所で確保できたため、植林を行った。 

ハッカ：90％発芽した。政変以降内戦状態が悪化し、育苗場

責任者は移動が困難になり、育苗場を訪問できていない。 

1.2 植林地の管理 

2020年 2月に発生した政変以降、地方において内戦状態となり

治安が悪化。植林予定地でも同様の状況となったため、特にミン

ダッ、ロイコー、ミッチーナにおいては、植林に向けた苗木の維

持・管理はできているものの、事業期間内に植林を行うことがで

きなかった。 

1.3 新規植林および On the Job Training(OJT) 

育成した八角の苗を近隣農家に配布し、植林する予定であった

が、上記状況により新規植樹および OJTの実施ができなかった。 

     1.4 育苗に関する技術向上 

育苗に関する技術については、1.1 に既述したように、各地域

において八角種子のカップ入れ作業までは実施することがで

きたことから、すでに知識や技術を持つ関係者から新規に参加

した農民に対して、OJTによる技術の伝達をすることができた。

今後も状況を見ながら補完的に OJTを行い、技術移転をしてい

きたいと考えている。 

2 本事業対象地の農民のアグロフォレストリーに関する知識および

技能が向上する 

ロイコー、ハッカ、ピンウーリンにおけるワークショップは、新型

コロナウィルス感染拡大と政変の影響により、対面での実施が困難に

なったため、講師による講義の動画とテキストを対象農民に送付し、

在宅での研修を実施した。研修内容は、①本事業の趣旨・目的説明

（当団体組織概要説明）、②八角、トウシキミ栽培の説明、③アグロ

フォレストリーの説明で、実地ワークショップと GPSの使用方法以外

は、当初の予定通りの内容で実施した。 

 また、研修実施後にその効果を測るためのテストを実施した。各地

域とも 50～54名の参加があり、いずれの地域でも受講前は約 9割が

八角栽培や有機栽培について知識がなかったが、受講後はほぼ全員が

その知識を得、事業に対して前向きな反応が見られた。（結果の詳細

は、別添「研修報告書」を参照） 

植林については、既述のような状況から、植林ならびにその管理を
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⑥ 外部監査報告書 

⑦ 残余金発生の理由書 

することも難しく、生存率の向上について（「8割まで上がる」）測定

することができなかった。また、各地域で、アグロフォレストリー用

のコーヒー、コンニャク、カルダモンの苗を育苗場に保管している。 

 

SDGsにおいては、本事業では地域責任者に女性も起用されている

ことに加え（ロイコー、ハッカ）、事業には老若男女すべての農民が

参加している（Goal 5、16に相当）。また今期はまだ植林の実施に至

っていないが、育苗場において八角をはじめとしたアグリフォレスト

リー促進のための苗育成、ならびに維持管理を行っており、環境保

全、気候変動への貢献にも寄与している（Goal 13、15に相当）。 

（４）持続発展性 育苗場のすでに 2年ほど育成した苗については、引き続き安全を確保

しながら植林できる土地を探しているところである。八角の発芽が成

功しているミンダッ、ハッカ、ロイコーの育苗場では、新しい苗の育

成管理を確実に行うために、管理者の帰還の機会を覗いつつ連絡を密

に取っていく。植林、新規の種子買い付け等の活動については、関係

者の安全を第一に考え、現在ミャンマー国内の情勢改善を待っている

ところである。 

今後混乱が収まり次第、既存の植林地での生育・結実の確認を行いな

がら、研修を受けた農民に対しアグロフォレストリーの実践を促して

いく。また将来的に各地域をまとめる組合形成を支援し、統一した品

質管理と製品の価値を上げるためのオーガニック認定の手続きを進

め、差別化した価格設定、付加価値をつけた二次製品/三次製品の開

発、それに伴うバリューチェーンの創出を行っていく。この度の混乱

に巻き込まれた各地の農民に対して、新たにワークショップ等を通じ

てアグロフォレストリーを広げていく。 

３．その他 

（１）固定資産譲渡先 コンピューター3台：パートナー団体のスタッフ 3名が、それぞれの

在宅業務に活用しており（書類作成、e-mail等による書類のやりと

り、オンライン会議など）、パートナー団体に対し譲渡する。 

（２）特記事項 ヤンゴンおよび各育苗地の治安状況を、パートナー団体スタッフと連

絡を取り合いながら毎週金曜日に情報更新をしている。また団体とし

てのＩＮＧＯ登録更新とМＯＵ締結の手続きを進めていたが、政変に

より処理が停滞。現在農業省と連絡を取り合いながら手続き再開を待

っているところである。 

今現在、当団体は国境地域での緊急人道援助の準備も進め、同時に

2022年度に行われる予定の選挙後の政治的安定を待ち、プロジェクト

を継続して行うと共に、被害を受けた地域の復興と発展を支援してい

く。 


